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1.　北陸 の米作地帯 における専業農家 が，昭和30年以

降 の社会的経 済的 変動に対し て，対応し ている姿勢 を生

活実態分析 の上 からとらえ，生 活の動向をあきらかにす

るこ とにあ る。
2. 石川県 石川郡松任町 地区 を対象 とし た。 選定理由

一 松任 町地区 は，石川平 野の大半をし め， 自然的条 件に

めぐまれ。 将来も 日本有数 の農業 圏地帯 とし て残 りうる

可 能性があるであろ うとい う仮定 のもとに， 当地域を選

定し た。ヶ －ス別に，過去10年間 の農業投資 の状 態， お

よび農業投資 と農業 生産額 との関係，農業労働力投入 の

状 態，家 計面以 上の３点から農家生活 の推移 をあきらか

にし，農家 の生活 基盤の健全性を検討し た。

3. 耕地 が約前 後の農家で，自立農家 とし て の基盤 を

形 成しつつ ある農家 におい ては， 過去約10年間に,   100

万円前後の個人設備投資をおこ なってい る。水稲 ケース

がもっ とも純益 の割合 が高い｡水稲プ ラス疏 菜ケースは，

販 売額200 万円以上 にのぼ る場合 もあるが，省力化 の上

でもっ とも困難 であ る。水稲プ ラス畜産 ケースは，省力

化 の面ではもっ ともす ぐれている が，生産額 ののび がよ

わい。 家計面は， いずれ の 消費部門 も上昇傾 向に あ る

が，食が ２倍，衣，住，そ の他5 ～10が倍以上 に達し て

い る。 農業経営 ならび に生活両面 におい て， 健全 な生 活

基盤 が形成されつつあ ると考えて よい であろう。


